
愛知で一番 星に近い村

場所：休暇村茶臼山高原
日時：１０月２６日  １１月３日    １２月２８日   
        各日とも２０時１５分 

   

星空案内人による「星空観察会」

令和元年10月 12月令和元年10月 12月

リアルなプラネタリウム in茶臼山高原

愛知県一の星空を満喫しよう！

www.toyonemura-kanko.jp
愛知県北設楽郡豊根村坂宇場字宮ノ嶋29-3
TEL&FAX 0536-87-2525

↑

星空カフェ                からの距離
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豊根村観光協会

お問い合わせは
休暇村茶臼山高原
  0536-87-2334
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豊根村

星空案内人と惑星や星座を観察したり、コーヒーを飲みながらのんびりと星を眺めたり、
銀マットをレンタルして星空の下で寝転んだりと、楽しみ方はさまざま！星空カフェ「てんくう」

場所：茶臼山高原第２駐車場内 星空カフェ「てんくう」
日時：１０月１９日     １１月１６日    １２月１４日
       各日とも１８時３０分  ２２時

   

「てんくう」開店日に
豊根村の宿泊施設をご利用いただいた方には、

「てんくう」で使えるドリンク券※をプレゼント！



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

おもな天文現象 「天文年鑑 2019」より抜粋 

 本格的な秋を迎え、星空も秋の星たちが夜空で輝
いています。秋の一等星は南の空に見える南のうお
座のフォーマルハウトひとつだけ。明るい星が少な
い秋の夜空ですが、その分、暗い星まで見つけやす
くなります。山間の夜空の暗い場所で、街灯の多い
街中ではなかなか見つけられない星座を結ぶのも楽
しいです。おすすめは、みずがめ座の水瓶から流れ
出る水。だとっていくと途中で水はねのような星の
並びが見つけられ、最後はフォーマルハウトにつな
がっている様子が分かります。そして、何と言って
も、北の空に昇ってくるきりん座。相当暗い場所で
も、結ぶことが難しい星座ですが、奥三河では、そ
の星座線から首の⾧いキリンをイメージできること
が分かります。秋から冬にかけてのもうひとつの見
どころは、何と言ってもアンドロメダ銀河。望遠鏡
で覗くと比較的低倍率でも、視野いっぱいに雲のよ
うに広がって見える様子が分かります。 
 これから、徐々に冬に近づき、冬の星座も東の空
に昇ってきます。一等星が７つも見られる冬の星空
も楽しみになってくる季節です。 
  

１０月 ９日 上弦 
    ８日 寒露（太陽の黄経が 195°になる） 
   １４日 満月 
   ２０日 水星が東方最大離角 
   ２１日 下弦 
   ２４日 霜降（太陽の黄経が 210°になる） 
   ２８日 新月．天王星が衝 
 １１月 ４日 上弦 
    ８日 立冬（太陽の黄経が 225°になる） 
   １２日 満月．水星の日面通過（日本では見られない） 
   １９日 くじら座ο「ミラ」が極大光度 
   ２２日 小雪（太陽の黄経が 240°になる） 
   ２７日 新月 
   ２８日 水星が西方最大離角 
１２月 ４日 上弦 
    ７日 大雪（太陽の黄経が 255°になる） 
   １２日 満月 
   １５日 ふたご座流星群極大 
   １９日 下弦 
   ２２日 冬至（太陽の黄経が 270°になる） 
   ２６日 新月．金環日食（日本では部分日食） 
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１０月 ５日２４時ごろ 
１０月２０日２３時ごろ 
１１月 ５日２２時ごろ 
１１月２０日２１時ごろ 
１２月 ５日２０時ごろ 
１２月２０日１９時ごろ 
 

編集・文責   星空案内人 萩野祐司 

豊根村観光協会 
愛知県北設楽郡豊根村 
休暇村 茶臼山高原 

 

10 12 月の星空 

夏に見られる流星群の名前で有名なペルセウス座。実は、秋から冬にかけて北の空に見ること
ができる星座です。天の川に上半身をつけているような星座絵で描かれるこの星座には、天の

ペルセウス座 
川の中にあるからこそ見られる有名な散開星団がたくさんあります。有名なのは h-χ二重星団、M34 散開星団ですが、
ペルセウス座α（ミルファク）周辺に広がる Mel20 と呼ばれる散開星団も双眼鏡で見るとキラキラ宝石箱のようです。 


